
オチョナナ映画倶楽部のみなさん 

 

8月は『ドローン・オブ・ウォー』でしたが、 

電子機器によって地球の裏側からミサイル攻撃を行う 

現代の戦争の一面を知ってもらえたかと思います。資料は添付してあります。 

 

今月は現代の社会・経済・戦争に 

決定的な影響を及ぼし続けるコンピュータを発想した男、 

アラン・チューリングを描いた『イミテーション・ゲーム』です。 

これまで電子コンピュータはアメリカが発生の地と言われてきましたが、 

実は英国の天才数学者によるもので、 

何故、これまで世界がこの重要なことを知らなかったかといえば、 

彼を中心にしたチームがナチスの暗号エニグマの解読に成功し、 

それを公にしないで封印してきたからなのでした。 

しかし、彼の頭脳が第二次世界大戦で 

1700万人もの命を救ったといわれます。 

 

2009年になって、イギリスのブラウン首相は 

政府を代表してアラン・チューリンに謝罪、 

2013年にはエリザベス女王によって死後恩赦がなされています。 

ホモで 41歳で青酸中毒で死亡するという難しい男を演ずるのは、 

ベネディクト・カンバーバッチ。 

NHKテレビで幾つかのシリーズが放映された 

『シャーロック』を演じた男優です。 

映画パンフは「英雄か、モンスターか。 

世界の運命を変えた天才数学者の、あまりにも切ない秘密とは――。」 

（福田誠之郎） 

 

………………………………………… 

オチョナナ映画倶楽部 No.108 

『イミテーション・ゲーム エニグマと天才数学者の秘密』 

（モルテン・ティルドゥム監督／2015年／アメリカ・イギリス／115分） 

日時：2017年 9月 23日（土）14時～ 

会場：八王子 ギャラリースペース・ことのは 2階 

http://www.gs-kotonoha.jp/kotonoha-info.html 

資料代：1,000円 

http://www.gs-kotonoha.jp/kotonoha-info.html

